2007年京都南部地区　東ブロック　共同宣教司牧の歩み

1.　ブロック内の「共同宣教司牧」相互交流と相互補完について
①　ブロック司祭団（含む修道者）の分担
担当司祭3名と協力司祭1名による共同宣教司牧が目指す本来の姿が進みはじめた。主任司祭制度からの完全な脱却出来てない部分があったが改められた。
②　司祭団と信徒との連携体制
ブロック会議の準備会議としての「ブロック担当者会議」への司祭団参加が一昨年前より続いている事。以前は、司祭団会議に、信徒が連絡係として参加していたが、これを廃止し、各小教区の役員会に司祭団の少なくとも一名は参加される形に変わった為、より連携体制が以前より整ってきた。
③　意見交換とコンセンサス
ブロック担当者会議を中心に各種行事委員会、各合同部会の活動を調整し、ブロック会議にて、広く意見交換を行っている。司祭団と各小教区役員とブロック担当者の意見交換はそれぞれの立場からの意見が出され、互いに理解し合えるようになってきた。
2.　「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて
①　意思決定のプロセス
ブロック会議においては広く意見交換を行いメンバーの同意が得られた件について決定事項としている。
②　意見交換・意見集約方法
ブロック担当者会議や青少年育成委員会、合同広報部会、合同典礼部会、あるいは各種行事準備委員会などで意見交換を行いブロック会議で最終的に集約している。又、必要に応じて、臨時ブロック会議やブロック担当者会議を招集して意見交換を行いブロック事務局が集約することもある。
③　情報の共有
この1、2年合同部会の立ち上げが進み各小教区の部の代表者による、分かち合いは、部会制度の充実に大いに役立ちつつある。各委員会、部会には、重複して同じ様なメンバーと成らないよう、今後配慮しながら、広く意見が集まるよう工夫を重ねている。
④　小教区間の協力
ブロック主催の活動が定着しつつあり、小教区の信徒に参加の呼びかけが伝わりやすくなり、協力も得られやすくなってきた。また合同部会の立ち上げが進み、協力体制が進んでいる。核となる魅力的な行事の創設は今後の課題である。
3.　「共同宣教司牧」を支える活動と学びについて　　
①　奉仕や福音宣教者としての意識
ブロック活動に参加することにより周りの小教区とのかかわりが出来、共同宣教司牧の意識が高められる。また殉教についての講演会を信徒の意識を高めるために行った。ブロック主催の聖体奉仕者の学習会は無かった。
社会の中における教会のあり方について学習会が必要と考える。
②　分かち合いと福音的識別
各小教区では、殉教について分かちあえている。ブロックとしての分かちあいは、まだ出来ていない。
③　「部会」やグループの活動について
教育、広報、典礼の各ブロック合同部会が立ち上げられ、また平和の歩み、

ウォーカソン、歌と祈りの各委員会活動が定着しつつある。
小教区の中には、京都に来られる「京都の大殉教」に関心のある方々をガイドするグループ活動が始まりつつある。今後、ブロック活動に昇華していきたい。
④　共同宣教司牧と秘跡・典礼
合同典礼部会を通して小教区の相互交流があり平和旬間のミサはブロックとして取り組めている。
⑤　信仰入門・養成講座
信仰入門・養成講座等については、各小教区単位で行われている。ブロックとしての交流が深まるにつれて、他小教区で行われている講座への参加者も増加している。ブロックとしては「待降節黙想会」や「歌と祈りの集い」を行っている。
⑥　リーダー養成・信徒養成
ブロックの役割を一年任期で小教区持ち回りにしていることにより、新しいメンバーを受け入れている。青少年育成委員会で中高生の活動及びリーダー養成も視野に入れて活動している。今後は成人信徒の養成も含めた合同教育部会の立ち上げが必要であり「ブロック担当者会議」で提案し、ブロック会議で同意を得る。得られない点は、課題とする。
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